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◆14◆広報おびひろ平成28年12月号

市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV�11ch）
　毎日４回放送していて、市ホームペー
　ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション
（FM-JAGA77.8MHz）９：15〜９：20
おびひろ広報メモ
（FM-WING76.1MHz）９：30〜９：35

　晩秋の青空の下、今年で5年目となるフードバレーと
かちマラソンに過去最多の5199人が出場し、親子から
お年寄りまで幅広い年代がそれぞれのペースで市内を駆
け抜けました。ハロウィーンの前日でもあり、野菜など
の着ぐるみや人気キャラクターに扮する人など、思い思
いの衣装で参加する人も多く見られました。約800人の
ボランティアが給水所などでランナーをサポートしたほ
か、沿道には、地域住民や近くの店舗の従業員が応援に
駆けつけ、大声援でランナーを後押ししました。
（10月30日、競馬場通りほか）

過去最多5199人が市内を駆け抜けた

ランナーをねぎらうボランティアたち

カメラレポ Obihiro Camera Reportオビヒロ

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、Ｆ23・0156、　 � report@
city.obihiro.hokkaido.jp）

※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。

広…告

　子どもたちが楽
しみながら外国文
化や英語に触れら
れるこの人気イベ
ントに、今年も多
くの親子連れが訪
れました。
　簡単な英語を交
えた影絵の上演で
は、物語の鍵とな
る英語のパスワー

ドを子どもたちが大きな声で唱えていました。仮装コンテ
ストでは、集まった子どもたちがお気に入りの仮装をお披
露目していました。（10月30日、森の交流館・十勝）

　米沢市長が市内
8カ所の地域に出
向く、地区懇談会
が開催され、第１
回目は31人の市
民の皆さんとまち
づくりについて意
見交換を行いまし
た。
　今年度は、「どう
やっているの？お
びひろの除雪」をテーマに、除雪の現状や課題を説明し、
皆さんからは「地区によって仕上がりに差がでないよう除
雪作業の検証が必要」など、貴重な意見が寄せられました。
（10月29日、図書館）

市長と語ろう「夢かなうまち
おびひろ」地区懇談会

森のハロウィーン2016
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な
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。
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。

市長コラム

帯広市長　米沢 則寿

国際交流

おびひろ
夢かなうまち


